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ナリティーおよび行肋の|"lf (F6)｣9人だった．

支援lul激は征で，家I唾I油|ﾊl311 1ul, Ihi接61IDI,

屯話691Inl, IMI係機IAliWI'II31,454Inlであった．結

果，支援継続13人，吏椴終l'38人であり，支援｢|'

にi'j企IZIした肘が6人いたが， タヒ亡尚は0人であ

った．

6課題

（1）医師等が「支媛が必甥」と！淵めても，本人

や家族弊が希削しない場合は支援に結び付

かない．

（2） 「粘神および行肋の陳'!if」 イ1の荷が60.8%

であり, ii治医との述桃依化が必嬰．

（3）地域で孤耽せず支援が'受けられるよう，行

政内部及び民|H1付1体津の|塊l係尚との連桃強

化が必要．

7考察

地域には，本1雌で把郷しているよりもはるか

に多くの|皇|職未遂ffがおり、 51人の被支援荷はそ

のごく －部である．

把握していないl坐l殺米送荷のII!には, I災旅・保

健・禰祉の|塊l係尚が支擬しているケースもあるが，

家族で抱え込み相i淡できないケースも少なくない

と推測される．

本覗業では，綾支援商は少激であるが，行政の

関係部署や雌|H1の|仏I係機lHlと典に検討し支援して

いく!''でネットワークをﾄﾙ築し，地域における支

援体制を強化していきたいと豚える．

被支援打一人ひとりは|ｲ州側f例であり対応に苫

瞳することも多いが，身近な地域でNI談を受け，

支援体制を催えていくことにより， ・人でも多く

の、殺未遂行のIII企|'xIを|IﾉjllLていきたい．
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l はじめに

内|%l府の「地域におけるl21級のj,蜘旭γ料」によ

ると, 2014fl畠の新潟市の|《l殺尚散は177人, ILI"

ﾀ亡率は21.95であり，政令'liの'l!で,l.liい水準に

なっている． このようなI|',新潟11『では､lえ成24イド

1011に「新潟市[l没ｲﾐ遂-門|¥企|､xII;/jll:'|雌」を|淵

始したので，平成24年1011から､|え戒27年311ま

での実絨を報告する．

2事業の目的

ILI役未遂者やその家族弊に対して相i淡支援を行

うとともに，地域におけるIMI係機IMIとの支緩体ilill

を描築することにより，仰企似|をliﾉjll:する．

3対象者

新潟市にliT;1i;するI会|殺イミ遂げで，本人又は家族

弊が支援を受けることに|｢il通した尚で，次に掲げ

る荷．

（1）救命救急センター群に''1殺ｲﾐ逆で搬送され

た肯で,医師等が支援必‘腱とi泌めた荷．

（2）救急隊興や詳察官が|41没ｲﾐ遂により脇jルし

た荷で，支援必要と!認めた荷．

（3）保誰課（係）職貝がlll i'iしている按保i泄尚

で, ILI段未遂者により､剛舩必甥と‘泌めた荷

等．

4l 内容

（1）訪問･ ihil"･通話弊による|11!淡支榧．

（2）関係機関との連絡I淵'膿．

（3）冊別支援会議．

5実績

被支援打数は51人であ()， 1乃性29人， 女･性22

人だった. rl殺企lxIの原|大|肋機は「他lj(|ﾊl迦」が

一番多く，次いで「家庭|剛遡｣， 「経済． ′|晶活|ﾊl迦」

であった． f段は，女性は「漿物｣， ｿ)性は「ﾒﾉ物」

が多かった． また， 31人（6().8％）に「 ,'i神およ

び行動の陣'iif」が｛『り，上位は， 「文(分（感↑,'i) |;iit

'i¥(F3)｣ 12人， 「神経陳'!if, スl､レス側巡脈'IWa

よび身体表現性障審(F4)｣9人， 「成人のバーソ

Ⅱ、シンポジウム

｢新潟県における公的病院の役割」

l)新潟市民病院の現状
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